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• 位置：福岡市、北九州市の中
間に位置する。 

• 周囲を山々に囲まれ、市の中
央部を２級河川釣川が流れて
いる。 

• ２度の合併（Ｈ15･･･旧玄海町、
Ｈ17･･･旧大島村） 

• 面積：119.91ｋ㎡ 

• 人口：97,096人（42,342世帯）               

宗像市の概要 (平成３０年７月６日現在) 
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「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群
平成29年7月 世界遺産に認定 

 



【宗像市の農業について】 

• 農地面積：田1,515ha  畑99ha  樹園地53ha 

• 農家戸数：専業255戸 兼業318戸 

• 平均年齢：67.2歳（基幹的農業従事者） 

• 米、麦、大豆（土地利用型農業）が中心 

• イチゴ（博多あまおう）、イチジク、かんきつ類、キャ

ベツ、ブロッコリー等も栽培されている。          

宗像市の概要 

出所：農林業センサス2015          



事業の目的と概要 

【課題】 

• 比較的収益性が高いイチゴ（博多あまおう）栽培に若
手新規就農者が多い。 

• 若手とベテランとの栽培技術の格差 

• 「イチゴ部会」全体の市場競争力の低下 

• ベテラン生産者の栽培技術の継承が大きな課題  



「むなかた園芸農業ICT技術普及促進事業」 

実施団体 福岡県宗像市 

事業費 24,935千円 
総務省 平成28年度補正予算「ＩＣＴまち・ひと・しごと創生推進事業」 

実施地域 福岡県宗像市・福津市 

事業概要  イチゴ（博多あまおう）生産者、宗像市、福津市、JAむなかた、福
岡県（北筑前普及指導センター）の連携・協力により、ベテラン農家
と若手農家等の生育環境データを同時に取得し、双方のデータを比較
しながら、ベテラン農家の栽培技術を科学的なデータとして若手農家
や若手営農指導員等が共有できる「ICT農業情報プラットフォーム」
を構築する。 
 これにより、特に若手農家の収量増加と品質向上を図り、JAむなか
たイチゴ部会による共同出荷・販売を強化することで、地域農業の活
性化につなげる。 

事業の目的と概要 



 宗像市・福津市のイチゴ若手農家（１１人）とベテラン農家（２２人）を対象として、
それぞれの栽培ハウスにICT栽培ナビゲーションシステムを設置し、クラウド環境
でデータを統合、分析する。 

事業の目的と概要 

 【導入機器】  ＰＳソリューションズ株式会社 e-kakashi 

 【取得データ】  気温、湿度、日射量、地温（２点×2か所）、 
            ＣＯ2濃度、土壌水分量、ＥＣ 



事業の目的と概要 

 【設置期間】  平成29年10月4日から平成30年5月15日まで 

 【設置対象】  宗像市：18人（20箇所） うち若手生産者 7人 
           福津市： 4人（ 4箇所） うち若手生産者 4人 
 



事業の目的と概要 



事業の目的と概要 



事業の目的と概要 

 【ワークショップの開催】 



事業の目的と概要 

 【ワークショップの開催】  分析結果（一部抜粋） 



事業の目的と概要 

 【ワークショップの開催】  分析結果（一部抜粋） 



これまでの主な成果 

 【ＪＡむなかたイチゴ部会年間販売高】 

 H29年度目標：対Ｈ２７年度比  4,200千円増 

 結果：対Ｈ２７年度比 36,877千円増 

 【データ分析結果による新たな発見】 

・飽差が高いと収量が低くなる傾向 
・日中の低湿度と収量減 
・ＣＯ２の日中施用 



これからの課題 

・継続的なデータ取得と分析の精緻化 
 
・栽培マニュアルへの反映 
 
・機器の信頼性の確保 
 
・他の作物への取り組みの拡大 



ご清聴ありがとうございました。 


